
ハンドウ
イルカと

ゴマフア
ザラシ

水
すい

族
ぞく

館
かん

の仕
し

事
ごと

～海
かい

獣
じゅう

展
てん

示
じ

係
がかり

～‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２．３

いるかの時間・あざらしの時間「イルカ水
すい

路
ろ

はどんな環
かん

境
きょう

？」‥‥‥‥‥４

ここがみどころ「４階　アカオビハナダイの赤ちゃん」‥‥‥‥‥‥‥‥５

錦
きん

江
こう

湾
わん

のなかまたち「１０９．カミクラゲ」‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５

アクアラボ「イルカの赤ちゃん誕生！ミルクを飲んで大きくなろう」‥‥６

「鹿
か

児
ご

島
しま

の希
き

少
しょう

生
せい

物
ぶつ

を守ろう　絶
ぜつ

滅
めつ

の危
き

機
き

に立つ生きものたち」‥‥‥‥６

鹿
か

児
ご

島
しま

サンショウウオ探
たん

索
さく

記
き

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥７

いおワールド通
つう

信
しん

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８

鹿児島　未
み

知
ち

の魚を発
はっ

見
けん

！「Ｎ０．４２‥イッテンホホグロスジハゼ」‥ ‥８
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いるかの時間
私たちは、イルカやアザラシのことを多くの方に
知ってもらうために、イベントや屋外施

し

設
せつ

「イルカ水
すい

路
ろ

」でのイルカ展示を行っています。今回は館内イベ
ント「いるかの時間」を紹

しょう

介
かい

します。
「いるかの時間」は、イルカの生

せい

態
たい

や能
のう

力
りょく

を直
ちょく

接
せつ

皆
みな

さまに伝えられる貴
き

重
ちょう

な機
き

会
かい

です。「野生動物として
のイルカの本来の姿

すがた

を知ってほしい、いのちの大
たい

切
せつ

さ
を感じてほしい」という理

り

由
ゆう

から「イルカショー」で
はなく「いるかの時間」と名

な

付
づ

けました。伝
つた

えたいこ
とがより多くの人に理解していただけるように、大型
画
が

面
めん

を使った解
かい

説
せつ

や、手話ワイプを採
さい

用
よう

しています。
イベントの後に皆さまに感

かん

想
そう

や質
しつ

問
もん

をいただくと、伝
わったことが分かり、とてもうれしい気

き

持
も

ちになりま
す。一番のやりがいを感

かん

じる瞬
しゅん

間
かん

かもしれません。
また、常

つね

に新しい情報を皆さまにお届
とど

けしたく、年
に１回内

ない

容
よう

を更
こう

新
しん

しています。テーマを決
き

めた後は、
シナリオの作成、大型画面に映

うつ

す映像の作成、手話ワ
イプの撮

さつ

影
えい

などを行い、１年以
い

上
じょう

かけて制作します。
伝えたいイルカの能力を目に見える形で表

ひょう

現
げん

するため
に、イルカのトレーニングも同時に行います。新しい
ことを覚

おぼ

えるのは、イルカたちにとっても良い刺激に
なると考えています。

調
ちょう

査
さ

・研
けん

究
きゅう

鹿
か

児
ご

島
しま

湾
わん

（錦
きん

江
こう

湾
わん

）をはじめとする鹿
か

児
ご

島
しま

周
しゅう

辺
へん

海
かい

域
いき

に生息する鯨
げい

類
るい

（イルカ・クジラ）の目
もく

視
し

調査、海
かい

岸
がん

などに打
う

ち上がった海獣類の調査などを行っていま
す。これらの調査によって得

え

られた知見を飼育に活か
すことや、皆さまに発

はっ

信
しん

していくことも大切な仕事の
１つです。
また、大学や研究機

き

関
かん

との共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

も行っていま
す。野生下の生きものから血

けつ

液
えき

や便
べん

などの試
し

料
りょう

を採
と

る
ことや、行

こう

動
どう

や繁
はん

殖
しょく

についての研究には限
げん

界
かい

があり、
飼育下で長

ちょう

期
き

的
てき

な観
かん

察
さつ

が可
か

能
のう

だからこそ得
え

られるデー
タもあります。水族館は研究の場としても大きな存

そん

在
ざい

意
い

義
ぎ

があります。

おわりに
イルカやアザラシは見た目の魅

み

力
りょく

だけではなく、と
ても興

きょう

味
み

深
ぶか

い生態や能力を持ち合わせています。私た
ちの仕事を通じて、彼らの魅力が皆さまにも伝わり、
海や自

し

然
ぜん

環
かん

境
きょう

のことを考えるきっかけになればうれし
いです。� （藤

ふじ

田
た

　彩
あや

乃
の

）

水遊び中
図形を見分けるトレーニング

鯨類調査の様子 繁殖研究のため採取したオス
のハンドウイルカの精

せい

子
し

手話ワイプ収録の様子

2

健康管理
生きものの健康を守

まも

るためには、毎日の健康チェッ
クが欠

か

かせません。毎朝、給餌のときには体
たい

温
おん

測
そく

定
てい

を
行い、体に異

い

常
じょう

がないかを確
かく

認
にん

をします。私たちの健
康診

しん

断
だん

のように、イルカにも定
てい

期
き

的
てき

な血
けつ

液
えき

検
けん

査
さ

・胃
い

液
えき

検査などを行います。これらの健康チェックにより、
病気の早期発見や予

よ

防
ぼう

が可
か

能
のう

になるのです。
そして、もう１つ大

だい

事
じ

なことが「ちょっとした違
い

和
わ

感
かん

」に気づくことです。もともと野生動
どう

物
ぶつ

である彼
かれ

ら
は、体

たい

調
ちょう

が悪
わる

いときに身
み

を守
まも

るため、弱っていること
を隠

かく

すことが少なくありません。わずかな違和感や変
化を見

み

逃
のが

さないよう、日々観
かん

察
さつ

力を磨
みが

いています。
行動の変化や検査結果などを総

そう

合
ごう

的
てき

に判
はん

断
だん

し、必
ひつ

要
よう

な場合は治
ち

療
りょう

を行います。

動物たちが刺
し

激
げき

的
てき

な毎
まい

日
にち

を過
す

ごせるように
水族館のプールは海と比

くら

べると単
たん

調
ちょう

な環
かん

境
きょう

になりや
すいため、私

わたし

たちは常
つね

に動物たちに刺激をもたらす必
要があると考えています。動物たちが退

たい

屈
くつ

せず楽しく
毎日を過ごすためにはどうしたら良いか、日々頭をひ
ねらせています。プールに遊

あそ

び道
どう

具
ぐ

を入れたり、ホース
の水で遊んだり、いろいろな取り組みを行っています。

特 集

今回はイルカやアザラシの飼
し

育
いく

展
てん

示
じ

を担
たん

当
とう

する海獣
展示係を紹介します。

かごしま水族館の海獣たち
“海獣”とは海にすむほ乳

にゅう

類
るい

のことです。かごしま
水族館にいる海獣は９頭のハンドウイルカと２頭のゴ
マフアザラシです（２０２６年２月現

げん

在
ざい

）。
飼育をするうえで魚

ぎょ

類
るい

と違
ちが

うところは個
こ

体
たい

で管
かん

理
り

を
することです。それぞれに愛

あい

称
しょう

があり、人間と同じ
ように見た目や体

たい

質
しつ

、性
せい

格
かく

にも違
ちが

いがあります。例
たと

え
ば、アザラシの“マスオ”は好

す

き嫌
きら

いなくなんでも食
べる印

いん

象
しょう

ですが、“ゴマリン”はえさの魚に対
たい

して好
き嫌いがあるようで、同じ種

しゅ

類
るい

の魚でも大きさや硬
かた

さ
によって食べない場合があります。そんなときは、よ
く食べるえさと苦

にが

手
て

そうなえさを混
ま

ぜながら与
あた

えてい
き、苦手なえさに慣

な

れてもらえるよう工
く

夫
ふう

をしていき
ます。このように、それぞれの個

こ

性
せい

に合わせて、工夫
を凝

こ

らしながら飼育管理をしています。

３つの「じ」
生きものの飼育では、３つの「じ」が大切だと言わ
れています。えさの準

じゅん

備
び

をする「調
ちょう

餌
じ

」、生きものにえ
さを与える「給

きゅう

餌
じ

」、飼育スペースをきれいにする「掃
そう

除
じ

」の３つです。
えさは健

けん

康
こう

状
じょう

態
たい

に直
ちょく

接
せつ

影
えい

響
きょう

するため、細かいところ
まで気を配

くば

りながら準備をして与えています。また、
飼育スペースをきれいに保

たも

つことも重
じゅう

要
よう

です。きれい
な場

ば

所
しょ

で展示することは、病気を防ぐとともに、生き
ものの魅

み

力
りょく

を最
さい

大
だい

限
げん

に引き出すことにもつながります。

水
す い

族
ぞ く

館
か ん

の仕
し

事
ご と

　～海
か い

獣
じゅう

展
て ん

示
じ

係
がかり

～

かごしま水族館のイルカたち 体温測定の様子

おもちゃで遊んでいるナーガ

左がマスオ　右がゴマリン
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109. カミクラゲ

４階：アカオビハナダイの
　　　赤ちゃん

４階「かごしまの海」では、世界で初めて繁殖に
成功したアカオビハナダイの赤ちゃんを期

き

間
かん

限
げん

定
てい

で
展
てん

示
じ

しています。アカオビハナダイは、西部太平洋
に生息するハナダイ科の魚です。鹿

か

児
ご

島
しま

湾
わん

（錦
きん

江
こう

湾
わん

）では比
ひ

較
かく

的
てき

浅
あさ

い水深で数百を超
こ

える群
む

れが見ら
れ、錦江湾を代表する魚の１つです。このアカオ
ビハナダイが水

すい

槽
そう

内で産
さん

卵
らん

しているのを発見し、
２０２４年に繁殖に取り組み始めました。初めはあ
まりうまくいかなかったため、２０２５年８月にさ
まざまな魚種の育

いく

成
せい

に実
じっ

績
せき

のある神
かみ

畑
はた

養
よう

魚
ぎょ

株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

と契
けい

約
やく

を結
むす

び、共
きょう

同
どう

研
けん

究
きゅう

をスタートさせました。当
館で産卵したアカオビハナダイの卵を集め、車で約
２時間かけて鹿児島県南

みなみ

九
きゅう

州
しゅう

市
し

の神畑養魚南九州養
よう

殖
しょく

センターへ運びます。初めて輸
ゆ

送
そう

した卵が順
じゅん

調
ちょう

に
生育し、２か月後には一部が当館へ戻ってきまし
た。このアカオビハナダイの赤ちゃんは２０２５
年９月４日、５日に水槽内で生まれた卵からふ化
し、神畑養魚株式会社で初めて育ったものです。
２０２６年１月、ふ化から約

やく

４か月が過
す

ぎました。
体の色も濃

こ

くなり、メスの特
とく

徴
ちょう

である尾
お

びれの両
りょう

端
はし

の赤い模
も

様
よう

もくっきりとしてきました。体長は約２
ｃｍ、親の体長の３分の１ほどのサイズです。水槽
の中を花びらが舞うかのように泳ぐ小さなアカオビ
ナハダイの赤ちゃんの貴

き

重
ちょう

な姿をぜひご覧くださ
い。� （柏

かしわ

木
ぎ

　伸
のぶ

幸
ゆき

）

水温がぐっと下
がる1月に出現す
るクラゲがいま
す。カミクラゲで
す。触

しょく

手
しゅ

が髪
かみ

の毛
のようにたなびく
美しいクラゲで、
穏
おだ

やかな港の中で
触手を広げ、漂

ただよ

っ
ています。寒くな
るとカミクラゲ採

さい

集
しゅう

に出かけます。
この美しいクラ
ゲをなるべく多く
の人に見てもら
うため、できることなら繁

はん

殖
しょく

育
いく

成
せい

させて通
つう

年
ねん

展
てん

示
じ

したいのですが、どのようにして繁殖しているの
か、だれも見たことがありません。カミクラゲは
謎
なぞ

の多い生きものです。カミクラゲを展示するに

は、現在は採集するしか方法がありません。
ところで不

ふ

思
し

議
ぎ

な話を聞きました。生きているカ
ミクラゲからキュウリのにおいがするというのです
（吉田優花「カミクラゲの有するキュウリ様匂い物
質の同定」，２０１８）。キュウリのようなにおいが
する海の生きものはキュウリウオをはじめいくつか
知られており、カミクラゲもキュウリのような匂い
の物質を持っていることが明らかになっています。
しかしその理由はまだわかっていません。もしかし
たら外

がい

敵
てき

から身を守る忌
き

避
ひ

物
ぶっ

質
しつ

として持っているの
でしょうか。考えれば考えるほど謎が深まるばかり
です。いろいろ調
べてみたいのです
が、貴

き

重
ちょう

なカミク
ラゲをまずはお客
さまに見ていただ
きたく、今日も海
に出かけます。
（築

ちく

地
ち

新
しん

　光
みつ

子
こ

）

体長約２ｃｍのアカオビハナダイの赤ちゃん

港に浮かぶカミクラゲ

カミクラゲ

4

海と繋がるイルカ水路には、生きものだけで
はなく人間が捨てたごみも入ってきます。イル
カがごみを食べてしまうと、最

さい

悪
あく

の場合、命を
落としてしまうこともあるため、毎朝飼育員が
イルカ水路に潜

もぐ

って掃除をしています。しか
し、海には数えきれないほどのごみがあるの
で、朝に掃除をしても、また新たなごみがイル
カ水路に流れ込んできます。そのため、日中も
飼
し

育
いく

員
いん

が常に監視し、網を使って水面に浮いて
いるごみを回収します。イルカ水路に入ってく
るごみで特に多いのがビニール袋、ペットボ
トル、発

はっ

泡
ぽう

スチロール、たばこの吸いがらなど
で、多い日はかご２つ以上のごみが集まること
もあります。

このようにイルカ水路では、さまざまな生き
ものや海から流れてくるごみが見られます。外
に捨

す

てられたごみは川から海へと流れ、海の生
きものたちに影

えい

響
きょう

を及ぼしてしまうことがある
のです。海にごみがあることで海の生きものた
ちのくらしがどうなるのか、そしてイルカ水路
とはどのような環

かん

境
きょう

なのか、これからも伝えて
いきたいです。ぜひイルカ水路に足をお運びく
ださい。� （福

ふく

元
もと

　優
ゆう

騎
き

）

当館には、屋外でイルカを見られる「イルカ
水路」があります。イルカ水路は館内のプール
と繋

つな

がっていて、水門を開けるとイルカが出入
りすることができます。また、鹿

か

児
ご

島
しま

湾
わん

（錦
きん

江
こう

湾
わん

）の一部でもあるため、季節によっては海
かい

藻
そう

が繁
はん

茂
も

し、マダイやマアジ、キビナゴといった
さまざまな魚を見ることもできます。

お客さまからよく「仕切りの網
あみ

があるのに魚
たちはどうやって入ってきているのですか」と
いう質問をいただきます。魚たちは幼

よう

魚
ぎょ

の頃に
網の間もしくは網と壁

かべ

のすきまから中に入って
きて、イルカ水路の中で成長して大きくなり、
そのまま棲

す

みついているようです。これまで
１００種以上の魚たちをイルカ水路で確認しま
した。季節によって見ることができる魚種も変
わります。

イルカイルカ水水
すいすい

路路
ろろ

はどんなはどんな場場
ばば

所所
しょしょ

？？

イルカ水路でジャンプするラスター

イルカ水路で泳ぐメジナの群れ

水路で回収したごみの一部
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鹿鹿
かか

児児
ごご

島島
しましま

サンショウウオサンショウウオ探探
たんたん

索索
さくさく

記記
きき

今回、県内の希少な生物をテーマにした特
とく

別
べつ

企
き

画
かく

展
てん

に携
たずさ

わることになりました。県内で見られるサン
ショウウオ４種類を展

てん

示
じ

すべく、採
さい

捕
ほ

許
きょ

可
か

を申
しん

請
せい

のう
え、外部機

き

関
かん

の方のご協
きょう

力
りょく

もいただき、採
さい

集
しゅう

のチャレ
ンジが始まりました。探すのに最も苦労したのはコガ
タブチサンショウウオです。本種は山地の伏

ふく

流
りゅう

水
すい

中で
幼生期を過

す

ごすため、幼生はまず見つけることができ
ません。そのため、森の中で成体を探すことになるの
ですが、なかなか見つかりません。過去に確

かく

認
にん

された
記
き

録
ろく

がある場所で、１日中ひたすら倒
とう

木
ぼく

や石をひっく
り返し続けます。タゴガエル、サワガニ、クモのなか
ま・・・他の生物はどんどん見つかり、写真を撮

と

りた
めていたら立派な土

ど

壌
じょう

生物図
ず

鑑
かん

が作れたのでは？と思
いましたが、それでもサンショウウオは発見できませ
んでした。
まったく見当違

ちが

いの探
さが

し方をしているかも、と心配
になりつつ、何回目のチャレンジだったでしょうか。
秋も深まり、山

さん

間
かん

部
ぶ

では冬の気
け

配
はい

も漂
ただよ

ってきたころで
した。いつもの場所に着くと、鹿児島市内よりかなり
ひやっとした空気、林

りん

床
しょう

には落ち葉がたくさん落ち
ています。いつもと違

ちが

うぞ、と感じながら探すこと１
時間。唐

とう

突
とつ

に、まさに思い描
えが

いていた通りのにょろっ
とした姿

すがた

で、倒木の下に身をひそめるコガタブチサン
ショウウオの成体を見つけました！うれしさのあまり
に出た「いたぁ！！！」という叫

さけ

び声は、森中に響
ひび

き
渡
わた

っていたと思います。やっと見つかった安心感とと
もに、大切に水族館へと連

つ

れ帰ったのでした。

この後、同種が２個
こ

体
たい

見
つかりました。本号が皆さ
まの元に届くころには、採集
したサンショウウオを見てい
ただく特別企画展が開催さ
れています。彼らが棲

す

む鹿
児島の環

かん

境
きょう

の豊
ゆた

かさや、彼
らの美しさが皆さまに伝わ
ればいいなと思います。
� （菊

きく

地
ち

　一
かず

真
ま

）

「サンショウウオ」と聞くと、大きなオオサンショ
ウウオを思い浮

う

かべる方も多いかもしれませんが、鹿
児島県に生息している種は成

せい

体
たい

（おとな）でも１５ｃｍ�
くらいの小

こ

型
がた

のサンショウウオです。どちらも有
ゆう

尾
び

目
もく

（しっぽがあるのが特
とく

徴
ちょう

）の両
りょう

生
せい

類
るい

で、幼
よう

生
せい

（こども）
のころは顔の横についたえらで呼

こ

吸
きゅう

し、水中ですごし
ます。成

せい

長
ちょう

するとえらがなくなり、小型種の多くは水
から出て、森の中の落ち葉の下や土の中などでクモな
どの小さな生物を食べてひっそりと暮

く

らします。

私
わたし

とサンショウウオとの初
はじ

めての出会いは小学生の
ころ、茨

いばら

城
き

県北部の近所の川で行われていた生物観
かん

察
さつ

会でした。分
ぶん

布
ぷ

域
いき

から推
すい

定
てい

すると、バンダイハコネサ
ンショウウオだったと思われますが、どんな姿

すがた

だった
か、当時の記

き

憶
おく

はあいまいです。しかし「いた！」と
いう驚

おどろ

きと興
こう

奮
ふん

は、今でも強
きょう

烈
れつ

に記憶に残
のこ

っていま
す。その後も本州に生息するサンショウウオの幼生に
は何度か出会う機

き

会
かい

がありましたが、野生下の成体に
はなかなか出会うことが
できませんでした。
鹿児島で私が初めて出
会ったのは、大

おお

隅
すみ

半島の
山地にのみ分布してい
る希

き

少
しょう

種
しゅ

、オオスミサン
ショウウオの幼生でし
た。久

ひさ

しぶりのサンショ
ウウオとの再

さい

会
かい

、しかも
鹿児島県内で！大

たい

変
へん

うれ
しかったのは言うまでも
ありません。

ベッコウサンショウウオ　亜成体
（陸上生活をしているがまだ成体ではない）

ベッコウサンショウウオ幼生

オオスミサンショウウオ幼生

コガタブチサンショウウオ成体を発見

やっと見つけた！
うれしい！筆者

6

イルカの赤ちゃん誕生！
ミルクを飲んで大きくなろう

イルカは私たち人間と同じほ乳
にゅう

類
るい

です。赤ちゃん
イルカの成長にはお母さんイルカのミルクが欠かせ
ません。皆さんはイルカがミルクを飲んでいる姿

すがた

を
見たことがありますか。イルカの乳首はお腹

なか

の後方
の乳

にゅう

溝
こう

の中にあり、赤ちゃんイルカは泳ぎながらミ
ルクを飲みます。泳ぎながらだとミルクが口からこ

ぼれたり、海水を飲み込
こ

んだりしてしまいそうです
が、そうならないためのひみつが舌にあります。赤
ちゃんの舌の周

まわ

りには葉
よう

状
じょう

突
とっ

起
き

という花びらのよう
な形のひだがあり、お母さんの乳首をしっかりと包

つつ

みこむ役
やく

割
わり

をしています。

イルカのミルクにはたくさんの栄
えい

養
よう

が含
ふく

まれてい
ます。特

とく

に脂
し

肪
ぼう

分
ぶん

が多く、人間のミルクと比
くら

べると
約
やく

１０倍もあります。この高カロリーのミルクを飲
むことで、赤ちゃんはイルカらしいふっくらとした
体形に成長していきます。
アクアラボでは２０２５年２月に生まれたユキの
成長の様子を織

お

り交ぜながら紹
しょう

介
かい

しています。日々
成長するユキの今しか見られない姿もあわせてぜひ
見に来てくださいね。� （藤

ふじ

本
もと

　彩
あや

香
か

）

特
とく

別
べつ

企
き

画
かく

展
てん 鹿

か

児
ご

島
し ま

の希
き

少
しょう

生物を守ろう
絶
ぜ つ

滅
め つ

の危
き

機
き

に立つ生きものたち
２０２６年３月１３日（金）～６月７日（日）

「絶
ぜつ

滅
めつ

危
き

惧
ぐ

種
しゅ

」という言葉を知っていますか。
さまざまな理由から数が少なくなり、将

しょう

来
らい

的には
絶滅してしまう可

か

能
のう

性
せい

がある生きもののことです。
豊
ゆた

かな自
し

然
ぜん

が残
のこ

る鹿
か

児
ご

島
しま

。しかし、そんな鹿児
島でも人知れず姿

すがた

を消そうとしている生きものが
数多くいます。今回の特

とく

別
べつ

企
き

画
かく

展
てん

では鹿児島に生
息する希

き

少
しょう

生物を紹
しょう

介
かい

します。
今回展

てん

示
じ

している生きものは、すべてがＩＵＣ
Ｎ（国

こく

際
さい

自
し

然
ぜん

保
ほ

護
ご

連
れん

合
ごう

）あるいは環
かん

境
きょう

省
しょう

により絶
滅の危

き

険
けん

性
せい

があるとされた種です。
なぜこれらの生きものが絶滅の危

き

機
き

に瀕
ひん

してい
るのでしょうか。理由の１つとして鹿児島という
地
ち

域
いき

の特
とく

異
い

性
せい

が挙
あ

げられます。鹿児島にはどのよ
うな特異性があるのか、なぜいろいろな生きもの
が棲

す

んでいるのかをぜひ会場でご覧ください。
また、私

わたし

たち人間が生きものに与える影
えい

響
きょう

は非
ひ

常
じょう

に大きなものです。私たちのどのような行
こう

為
い

が

生きものを絶滅に追い込んでしまうのか、今回は
ゲーム感

かん

覚
かく

で体
たい

験
けん

しながら知ることができます。
消えてしまいそうな生きものがいることを知る
ところから、生きものの保

ほ

護
ご

は始まります。希少
な生きものを守るために私たちは何をしたらよい
のか、考えてもらうきっかけとなればうれしいで
す。� （広

ひろ

瀬
せ

　純
じゅん

）

ユキの舌

ミルクを飲む様子

キバラヨシノボリ

葉状突起葉状突起



かごしま水
すい

族
ぞく

館
かん

では、新
あたら

しい展
てん

示
じ

「海のうんちく」を
スタートしました。館内５カ所のトイレに、海の生きものたちの“トイレ事

じ

情
じょう

”を紹
しょう

介
かい

する解
かい

説
せつ

パネルを掲
けい

示
じ

しています。各トイレには３種
しゅ

類
るい

ずつ、合計１５種類のうん
ちくを用意しました。陸上動物と違い、海の生きものの排

はい

泄
せつ

は想
そう

像
ぞう

しにくいものです
が、体からいらないものを「出す」ことは大切で、その点は私たち人間と同じです。
そんな“生きもの共

きょう

通
つう

の営
いとな

み”を楽しく知ってもらうことが今回の展示の目的です。
トイレに行く時間も楽しみのひとつとして、「ふーん」とつぶやいてもらえたらうれしいです。� （柏

かしわ

木
ぎ

　由
ゆ

香
か

利
り

）

進学や就
しゅうしょく

職などで新たなスター

トを切る方も多いのではないで

しょうか。離
り

島
とう

を抱
かか

える鹿
か

児
ご

島
しま

県
けん

では、船乗り場で離
り

任
にん

する教員の

方々との別
わか

れを惜
お

しむシーンがこ

の季
き

節
せつ

の風
ふう

物
ぶつ

詩
し

となっています。

感
かんしゃ

謝の言葉とエールを送り、恩
おん

師
し

を送り出す光
こうけい

景は何度見ても心に

沁
し

みるものがあります。その一方

で気
き

候
こう

も徐
じょじょ

々に温
おんだん

暖になって、桜
さくら

の開
かい

花
か

宣
せんげん

言が聞かれるようにな

り、気持ちが明るくなってくる季

節でもあります。少し気になって

調べてみると、一言に桜と言って

も多くの品
ひんしゅ

種があり、種
たね

から花を

咲
さ

かせるまで１０年ほどかかるも

のもあるようです。一
お と と し

昨年加
か も

茂

水
すいぞくかん

族館との姉
し

妹
まい

館
かん

盟
めいやく

約１０周
しゅう

年
ねん

を

記
き

念
ねん

して両館に植
しょく

樹
じゅ

されたヤマザ

クラが咲くのはもう少し先の春に

なりそうです。� （三
み し げ

重　拓
たく

）
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“うみ・ふね・さかな”魅
み

力
りょく

発
はっ

信
しん

プロジェクト

海のうんちく

№ 42 イッテンホホグロスジハゼ
インド・西

にしたいへいよう

太平洋に広く
分
ぶん

布
ぷ

するホホグロスジハゼを
形
けい

態
たい

的
てき

・遺
い

伝
でん

的
てき

に調
ちょう

査
さ

したと
ころ、２種

しゅ

が含
ふく

まれていたこ
とが明らかになり、２０２５
年１１月にホホグロスジハ
ゼに近

きん

縁
えん

なイッテンホホグ
ロ ス ジ ハ ゼAcentrogobius 
nigromaculatusが新種とし
て記

き

載
さい

されました。本新種は
第
だい

２背
せ

鰭
びれ

の前
ぜん

端
たん

にある明
めい

瞭
りょう

な
１黒

こく

色
しょく

斑
はん

が特
とく

徴
ちょう

で、標
ひょう

準
じゅん

和
わ

名
めい

と学名はこの黒色斑に由来し
ます。イッテンホホグロスジ
ハゼは砂

すな

混
ま

じりのやや硬
かた

い泥
どろ

干
ひ

潟
がた

に、ホホグロスジハゼは粘
ねん

土
ど

質
しつ

の柔
やわ

らかい泥干潟に好んで生息します。イッ
テンホホグロスジハゼは鹿

か

児
ご

島
しま

県
けん

内
ない

では薩
さつ

摩
ま

半
はん

島
とう

や屋
や

久
く

島
しま

、奄
あま

美
み

大
おお

島
しま

から記
き

録
ろく

さ
れています。� （鹿児島大学総

そう

合
ごう

研
けん

究
きゅう

博
はく

物
ぶつ

館
かん

　館長　本
もと

村
むら

　浩
ひろ

之
ゆき

）

イッテンホホグロスジハゼ　Acentrogobius nigromaculatus

ホホグロスジハゼ　Acentrogobius suluensis

１２月６日に「ぎょ！ギョ！魚！鹿
か

児
ご

島
しま

水
すい

産
さん

高
こう

校
こう

がやってきた！ここでしかできない学
校体験！」として、水

すい

産
さん

や海
かい

洋
よう

教
きょう

育
いく

への興
きょう

味
み

と関
かん

心
しん

を深
ふか

めていただくことを目
もく

的
てき

に、県内
で唯一の水産・海洋系高校である県立鹿児島
水産高等学校の海

かい

洋
よう

科
か

・情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

科
か

・食
しょく

品
ひん

工
こう

学
がく

科
か

で学ぶ生
せい

徒
と

の皆
みな

さんと体
たい

験
けん

イベントを行
いました。アマモやイカの研

けん

究
きゅう

・実
じっ

習
しゅう

に関す
る展

てん

示
じ

・解
かい

説
せつ

、海の魅
み

力
りょく

を伝える紙
かみ

芝
しば

居
い

、ミ
サンガやシェルマグネットなどの物づくり体験、モールス信

しん

号
ごう

の実
じつ

演
えん

などを行いました。来館されたお客さまが、海の生
きものだけでなく、水産や海洋に興味を持っていただくきっかけづくりになりました。� （大

おお

瀬
せ

　智
とも

尋
ひろ

）

物づくり体験 モールス信号の実演


